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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　レンチキュラ印刷実行に使用するためにガイドロールを準備するための方法であって、
印刷ロール（３６０）およびレンチキュラ印刷実行に使用される１片のレンチキュラ媒体
（３７０）を用意するステップと、前記レンチキュラ媒体に関連付けられるレンチキュー
ル整列特徴が前記印刷ロール（３６０）とは反対側を向くように、前記１片のレンチキュ
ラ媒体（３７０）を前記印刷ロール（３６０）に付着させるステップとを含み、前記１片
のレンチキュラ媒体は、レンチキュラ印刷実行に使用される前記レンチキュラ媒体と実質
的に同一のレンチキュール整列特徴を有する、方法。
【請求項２】
　前記１片のレンチキュラ媒体（３７０）は、製作に使用される追加片のレンチキュラ媒
体と実質的に同一のピッチを有し、前記付着は、印刷機における前記追加片のレンチキュ
ラ媒体の前記印刷ロールによる操作を可能にする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　製作はレンチキュラ印刷実行製作を含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記印刷ロールはアイドラロールおよび圧胴から成る群から選択される、請求項１～３
のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記付着は前記１片のレンチキュラ媒体を前記印刷ロールに接合することを含む、請求
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項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記操作は、製作中に前記追加片のレンチキュラ媒体の位置を合わせるために、前記１
片のレンチキュラ媒体が付着された前記印刷ロールを使用することを含む、請求項２に記
載の方法。
【請求項７】
　前記印刷ロールは少なくとも部分的にその外周を前記１片のレンチキュラ媒体により被
覆される、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記１片のレンチキュラ媒体は、製作中に前記追加片のレンチキュラ媒体を整列させる
ための溝を有する、請求項２に記載の方法。
【請求項９】
　前記付着中に前記１片のレンチキュラ媒体の第１および第２対向縁の継ぎ合わせが可能
になるように、それらを整形するステップをさらに含む、請求項１～８のいずれかに記載
の方法。
【請求項１０】
　前記第１対向縁を第１波状パターンに従って、かつ前記第２対向縁を第２波状パターン
に従って整形するステップをさらに含み、前記第１および第２パターンは相互に反転して
いる、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記付着ステップは、前記印刷ロールと前記１片のレンチキュラ媒体との間に接着材を
塗布することによって達成される、請求項１～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　レンチキュラ媒体（３７０）に印刷するための印刷機の標準印刷ロール（３６０）を準
備するためのキットであって、該キットは、レンチキュラ印刷実行に使用されるレンチキ
ュラ媒体の第１片、および前記レンチキュラ媒体の第１片を標準印刷ロール（３６０）上
に巻き付けかつ固定するために構成された付着要素を含み、前記固定は、レンチキュラ印
刷実行に使用される前記レンチキュラ媒体の第２片を処理するために印刷機を使用するこ
とを可能にする、キット。
【請求項１３】
　前記処理は、前記レンチキュラ媒体の第２片に印刷することを含む、請求項１２に記載
のキット。
【請求項１４】
　前記固定は接着材を用いて実行される、請求項１２または１３に記載のキット。
【請求項１５】
　前記印刷ロールはアイドラロールおよび圧胴から成る群から選択される、請求項１２～
１４のいずれかに記載のキット。
【請求項１６】
　前記レンチキュラ媒体の第１および第２片のレンチキュールは、実質的に同一のピッチ
および少なくとも１つの実質的に同一の物理的寸法のうちの少なくとも１つを有する、請
求項１２～１５のいずれかに記載のキット。
【請求項１７】
　前記付着要素は、ファスナ、押圧要素、ステープル、クリップ、および接合要素から成
る群から選択される、請求項１２～１６のいずれかに記載のキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、レンチキュラ印刷工程およびリソグラフィ工程で使用されるウェブ送り媒体
を整列させるための簡便な手段を提供する。特に本発明は、従来の印刷技術またはデジタ
ル印刷技術で使用される伝統的なロールまたはドラムをレンチキュラ印刷用の高精度ガイ
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ドロールに容易に変換することを可能にする。適切なレンチキュラまたはレンチキュラ状
表面を１つまたは複数のローラに接合または付着させることによって、印刷機またはデジ
タルプリンタを高精度レンチキュラ印刷用に迅速かつ安価に適応させることができる。
【背景技術】
【０００２】
　レンチキュラ印刷は１９４０年代から使用されてきた。特に、レンチキュラ印刷は可視
画像を帯片状に分割し、画像帯片を交互に並べ、かつ画像帯片をレンチキュラレンズの場
の下に配列することを含む。レンチキュラ視覚効果は、明白な３次元的奥行き、視野角に
応じて交互に変化する画像（「フリップ」）、および観察者の移動に応答する物体の明白
な「動き」を含む。レンチキュラ印刷は、広告および販売促進にすばらしい利用法を見出
してきた。大型レンチキュラディスプレイは空港やショッピングモールで突出して目立つ
。
【０００３】
　レンチキュラ印刷は、観察者に知覚される独特の光学現象に依存する。そういうものと
して、レンチキュラ印刷は、画像がそれを介して見られるレンチキュラレンズに対する画
像の位置ずれに対し極めて低い許容レベルを有する。レンチキュラ印刷は、観察者に知覚
される独特の光学現象に依存する。各レンチキュラプリントは通常、各々が帯片にスライ
スされ次いで１つ以上の他の画像とインタレースされる、複数の画像に基づく。各帯片を
反射または透過した光がわずかに異なる方向に屈折するが、所与の画像の全ての帯片から
の光が同一方向に送られるように、レンズは各画像インタレースに合わせて並べられる。
最終結果として、プリントを見る片方の目またはカメラは単一の画像全体を見るが、異な
る視角の目またはカメラは異なる画像を見ることになる。そういうものとして、レンチキ
ュラ印刷は、画像がそれを介して見られるレンチキュラレンズに対する画像帯片の位置ず
れに対し極めて低い許容レベルを有する。画像帯片の小さい変位または位置ずれさえも、
前述の最終結果の変化を導くかもしれず、観察者は複数の画像の帯片の反射を連続的に見
る代わりに、それらを同時に見るかもしれない。レンチキュラ印刷は一般的に、レンチキ
ュラ印刷基材の印刷機への高精度の送りおよび配置に有効に機能する。印刷の小さい誤差
が多大な費用と時間を必要とすることがあり得る。高品質のレンチキュラ印刷を製作する
ために、レンチキュラ印刷媒体および印刷装置は、印刷工程の全段階中に、特にインク転
移中に、任意選択的に完全に、整列状態を維持する必要がある。一般的な位置ずれの問題
は、印刷実行中の給送レンチキュラ印刷基材の変位に関係する。特に、レンチキュラウェ
ブ媒体はアイドラロールおよびインプレッションロールのロール対の間を移動し、幾つか
のそのような対は、完全な高品質画像を製作するために一般に直列に使用される。ウェブ
の動揺またはウェブの動き追跡による小さいレンチキュラ印刷基材の位置ずれが、非常に
敏感なレンチキュラ画像の品質の著しい低下を引き起こし得る。印刷中のレンチキュラウ
ェブ媒体のいかなる動きまたはゆがみも、多大な費用を招く不可逆的な位置ずれにつなが
り得る。
【０００４】
　レンチキュラウェブ送りの整列を保証するための１つの方法は、米国特許第６２７６２
６９号にＢｒａｖｅｎｅｃによって記載されている。その方法の中で、Ｂｒａｖｅｎｅｃ
は、「ローラの外面に形成された周方向に延びる１群の溝」を有するガイドロールを記載
している。溝は、印刷機内に送り込まれるレンチキュラレンズ材を整列させるように働く
（印刷はレンチキュラレンズとは反対側の平坦面に行なわれる）。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の一部の実施形態では、レンチキュラ画像の製作のためにレンチキュラ・ガイド
・ロールを準備するための方法を提供する。該方法は、印刷機の印刷ロールおよびレンチ
キュラ媒体の第１片を用意するステップと、レンチキュラ印刷基材の第１片を印刷ロール
に付着させるステップとを含み、レンチキュラ印刷基材の第１片は、製作に使用されるレ
ンチキュラ印刷基材の第２片と実質的に同一のピッチを有する。付着ステップは、印刷機
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におけるレンチキュラ印刷基材の第２片の印刷ロールによる操作を可能にする。
【０００６】
　任意選択的に、製作はレンチキュラ印刷実行製作を含む。
【０００７】
　任意選択的に、印刷ロールはアイドラロールおよび圧胴から成る群から選択される。
【０００８】
　任意選択的に、付着ステップはレンチキュラ媒体の第１片を印刷ロールに接合すること
を含む。
【０００９】
　任意選択的に、操作は、製作中にレンチキュラ印刷基材の第２片の位置を合わせるため
に、レンチキュラ印刷基材の第１片が付着された印刷ロールを使用することを含む。
【００１０】
　任意選択的に、印刷ロールは製作のために使用される複数の印刷ロールの１つである。
【００１１】
　任意選択的に、印刷ロールは少なくとも部分的にその外周をレンチキュラ印刷基材の第
１片により被覆される。
【００１２】
　任意選択的に、レンチキュラ印刷基材の第１片は、製作中にレンチキュラ印刷基材の第
２片を整列させるための溝を有する。
【００１３】
　任意選択的に、該方法はさらに、付着中に第１片の第１および第２対向縁の継ぎ合わせ
が可能になるように、それらを形成するステップを含む。
【００１４】
　さらに任意選択的に、該方法は、第１対向縁を第１波状パターンに従って、かつ第２対
向縁を第２波状パターンに従って整形するステップをさらに含み、第１および第２パター
ンは相互に反転している。
【００１５】
　さらに任意選択的に、該方法は、第１波状パターンが矩形波パターンであることをさら
に含む。
【００１６】
　本発明の一部の実施形態では、標準印刷ローラを印刷機のレンチキュラ・ガイド・ロー
ルに変換するためのキットを提供する。該キットは、レンチキュラ印刷基材の第１片、お
よびレンチキュラ印刷基材の第１片を標準印刷ローラに固定するために構成された付着要
素を含む。固定は、レンチキュラ印刷基材の第２片を処理するために印刷機を使用するこ
とを可能にする。
【００１７】
　任意選択的に、処理は、レンチキュラ印刷基材の第２片に印刷することを含む。
【００１８】
　任意選択的に、固定は接着材を用いて実行される。
【００１９】
　任意選択的に、印刷ロールはアイドラロールおよび圧胴から成る群から選択される。
【００２０】
　任意選択的に、レンチキュラ印刷基材の第１および第２片のレンチキュールは、実質的
に同一のピッチおよび少なくとも１つの実質的に同一の物理的寸法のうちの少なくとも１
つを有する。
【００２１】
　任意選択的に、付着要素は、ファスナ、押圧要素、ステープル、クリップ、および接合
要素から成る群から選択される。
【００２２】
　本発明の一部の実施形態では、レンチキュラ印刷実行に使用するためにガイドロールを
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準備するための方法を提供する。該方法は、ローラおよび１片のレンチキュラ状媒体を用
意するステップと、レンチキュラ状媒体片がレンチキュラ印刷実行に使用されるレンチキ
ュラ印刷基材と実質的に同一のレンチキュール整列特徴を有し、レンチキュラ状媒体に関
連付けられるレンチキュール整列特徴が印刷ロールとは反対側を向くように、レンチキュ
ラ状媒体片を印刷ロールに付着させるステップとを含む。
【００２３】
　任意選択的に、印刷ロールはアイドラロールである。
【００２４】
　任意選択的に、付着ステップは、印刷ロールとレンチキュラ媒体片との間に接着材を塗
布することによって達成される。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
　本明細書では本発明のいくつかの実施形態を単に例示し添付の図面を参照して説明する
。特に詳細に図面を参照して、示されている詳細が例示として本発明の実施形態を例示考
察することだけを目的としていることを強調するものである。この点について、図面につ
いて行う説明によって、本発明の実施形態を実施する方法は当業者には明らかになるであ
ろう。
【００２６】
【図１Ａ－１Ｂ】図１Ａは、本発明の一部の実施形態に係るレンチキュラ印刷基材の略側
面図である。図１Ｂは、本発明の一部の実施形態に係るレンチキュラ印刷基材の略平面図
である。
【００２７】
【図２】図２は、本発明の一部の実施形態に係る印刷可能なレンチキュラ媒体への複数の
画像の堆積に使用される標準デジタル印刷機の概略図である。
【００２８】
【図３Ａ】図３Ａは、本発明の一部の実施形態に従って標準印刷ローラをレンチキュラ・
ガイド・ロールに変換する際に要求される構成要素を示す概略図である。
【００２９】
【図３Ｂ】図３Ｂは、本発明の一部の実施形態に係るレンチキュラ印刷基材の縁の継ぎ合
わせの概略図である。
【００３０】
【図４Ａ】図４Ａは、本発明の一部の実施形態に従ってレンチキュラウェブ媒体を印刷ス
テップに送り込むのに使用中のレンチキュラ・ガイド・ロールを示す概略図である。
【００３１】
【図４Ｂ】図４Ｂは、本発明の一部の実施形態に係るガイドロールおよび印刷可能な媒体
におけるレンチキュラレンズの挿入の略拡大図である。
【００３２】
【図５】図５は、本発明の一部の実施形態に使用される複数のレンチキュラ・ガイド・ロ
ールを示す略図である。
【００３３】
【図６】図６は、本発明の一部の実施形態に係るレンチキュラ・ロール・ガイドを作成す
るための方法を規定するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　本発明の幾つかの目的の中に、レンチキュラおよび同様の印刷工程で使用されるガイド
ロールの提供がある。レンチキュラ・ガイド・ロールはレンチキュラ印刷基材の１片をプ
リンタロールに付着することによって形成することができ、レンチキュラウェブ構造は外
側を向き、印刷機内およびガイドロール上に送られるレンチキュラウェブ媒体を整列させ
るように働く。レンチキュラウェブ構造のロールへの付着は、粘着およびクリップ留めを
含むがそれらに限定されない任意の手段によって達成することができる。付着は永久的ま
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たは一時的とすることができる。レンチキュラ印刷基材の印刷ローラへの付着は、付着さ
れるレンチキュラ印刷基材のレンチキュラレンズ面が外側および印刷機を通過する送りレ
ンチキュラウェブ材の方向を向くように、レンチキュラ印刷基材の非レンチキュラ（「平
坦」）面をローラの外周全体に接合または付着させることによってもたらされることは理
解されるであろう。ローラに付着させるために選択されるレンチキュラ印刷基材はピッチ
が、後でレンチキュラ印刷に使用されるレンチキュラ印刷基材と実質的に同一である。
【００３５】
　非レンチキュラ印刷基材は同様の仕方で使用することができ、そのような材料のレンチ
キュラ整列特徴は、非レンチキュラ印刷基材が付着された通常の印刷ローラから外側を向
く。レンチキュラ整列特徴は、印刷可能なレンチキュラ印刷基材に関連付けられるレンチ
キュラレンズとの連結を可能にする寸法およびピッチを有し、したがってレンチキュラ媒
体に画像を印刷する間、レンチキュラ印刷基材の整列を維持することができる。
【００３６】
　別途定義されない限り、本明細書で使用されるすべての技術的用語および／または科学
的用語は、本発明が属する技術分野の当業者によって一般に理解されるのと同じ意味を有
する。本明細書に記載される方法および材料と類似または同等である方法および材料を本
発明の実施または試験において使用することができるが、例示的な方法および／または材
料が下記に記載される。矛盾する場合には、定義を含めて、本特許明細書が優先する。加
えて、材料、方法および実施例は例示にすぎず、限定であることは意図されない。
【００３７】
　以下の説明では、本発明の完全な理解をもたらすために、多くの特定の詳細を記載する
。しかし、本発明はこれらの特定の詳細無しに実施できることが、当業者には明白になる
であろう。他の場合、本発明の範囲および精神から逸脱することなく、代替的材料を本発
明に使用することができる。本発明の独自の態様は、材料または特定の付着戦略とは関係
なく、レンチキュラ印刷基材を標準プリンタロールに付着させ、レンチキュラレンズが外
側に向けられ、ガイドロールを使用する印刷機に送り込まれるレンチキュラウェブ媒体の
ガイドとして働くことである。
【００３８】
　本発明に記載する発明をよりよく理解するために、特定の用語を定義する。
【００３９】
　「レンチキュラ」、「レンチキュラ印刷」、「レンチキュラレンズ」、「レンチキュラ
効果」、および「レンチキュール」は、物理技術におけるそれらの通常の意味を有する。
【００４０】
　「レンチキュラ・ガイド・ロール」とは、関連付けられるレンチキュラレンズをプリン
タロールとは反対側の外方に向けて、レンチキュラ印刷基材が付着された標準またはその
他のローラを指す。
【００４１】
　「媒体」、「ウェブ媒体」、「入力媒体」、「送りレンチキュラ媒体」とは一般的に、
レンチキュラストック媒体の実質的に片面に画像を堆積するために印刷機に送り込むこと
のできるレンチキュラストック媒体を指す。「レンチキュラ印刷基材」とは一般的に、プ
リンタロールまたはドラムに一般的に付着させることのできるレンチキュラ印刷基材を指
す。
【００４２】
　「印刷実行」とは、テキスト、図面、図表、コンテンツ等を形成するために、固体媒体
または液体媒体が受容媒体に転移される工程を指す。印刷実行の非限定例として、カラー
インクのレンチキュラ媒体への堆積または黒いインクの新聞印刷用紙への堆積がある。
【００４３】
　本発明で適用される「印刷機」とは一般的に、レンチキュラ画像の製作用に適応できる
機械的またはデジタル印刷機を指す。本明細書で使用する場合、印刷機とはとりわけ、個
別シート状のレンチキュラ媒体に印刷するように設計された枚葉印刷機、および連続ロー
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ル状のレンチキュラ媒体に印刷するように設計された輪転印刷機を意味する。該用語は、
レンチキュラ画像の製作に使用される他の装置、例えば印刷された画像にレンチキュラ材
料を付着させるための積層機を記述するために使用されることがある。
【００４４】
　「ロール」、「印刷ロール」、「ローラ」、および「ドラム」は互換可能に使用され、
印刷技術に適用されるそれらの通常の意味を有することができる。印刷ロールに関する「
外周」とは、印刷可能な媒体と接触し得る印刷ロールの表面を指す。「ガイドロール」ま
たは「ガイドドラム」とは、印刷中にレンチキュラ印刷基材がそれを介して引き出される
アイドラロールまたはインプレッションロールを指すことができる。リソグラフィマシン
は印刷機の１形態である。追加的に、または代替的に、「ローラ」は生産工程で使用され
る任意の筒状要素、例えば食品容器にラベルを貼付するのに使用されるローラを指すかも
しれない。
【００４５】
　「レンチキュラ・ガイド・ロール」とは、本発明に記載するようにレンチキュラ印刷基
材が付着された任意の印刷ロールまたはドラムを指す。
【００４６】
　「レンチキュラ状材料」とは、レンチキュラ印刷に適していないが、印刷機でレンチキ
ュラ印刷基材と整列するようにレンチキュラ印刷基材のレンチキュラレンズと相互作用す
ることのできる寸法およびピッチの特徴を有する材料である。「レンチキュール整列特徴
」とは、印刷機でレンチキュラ送り媒体を整列させるように働くことのできるレンチキュ
ラ状材料の特徴を指す。レンチキュール整列特徴は一般的に、印刷可能なレンチキュラ媒
体に対するそれらの相互作用を可能にする寸法、形状、およびピッチを有する。
【００４７】
　「フリップ」は、レンチキュラ画像に適用されるその通常の意味を有することができる
。フリップとは一般的に、レンチキュラ光学素子に関連付けられる異なる画像が観察者に
よってレンチキュラディスプレイに対する彼／彼女の視野角および距離に応じて見ること
ができる光学現象を指す。
【００４８】
　「粘着材」とは、任意の集合状態の任意の接着材、例えば液状接着剤、粉末のような固
体接着剤、ゲル状接着剤、またはレンチキュラ印刷基材を印刷機ロール上に付着させるの
に使用されるその他の接着材を指す。粘着材は一時的または永久付着戦略に使用すること
ができる。
【００４９】
　レンチキュラ印刷基材またはレンチキュラ状材料に関するローラへの「付着」は、粘着
、固定、圧着、ステープル留め、および接合を含め、しかしそれらに限らず、任意の手段
によって達成することができる。電気的または磁気的手段をレンチキュラ印刷基材または
レンチキュラ状材料のローラへの付着に使用することができる。
【００５０】
　本明細書に記載する発明は、レンチキュラ画像の印刷に特定の用途を有する。レンチキ
ュラ画像は増大する立体感、視野角に応じた画像の切替え、および物体の明白な動きを可
能にする。レンチキュラ画像は、２つの画像が帯片に切断され、レンチキュラ印刷基材の
平滑面上に交互に印刷されたときに形成される。レンチキュラ印刷基材の反対側には、一
方の画像を選択的に見ることを可能にするが、他方の画像は見えないようにするレンチキ
ュラレンズが存在する。左または右に移動すると、観察者は見える画像を切り替えること
ができる。このマルチ画像システムは、広告および販売促進活動において非常に人気があ
る。
【００５１】
　本明細書中で使用される用語「方法（ｍｅｔｈｏｄ）」は、所与の課題を達成するため
の様式、手段、技術および手順を示し、これには、化学、薬理学、生物学、生化学および
医学の技術分野の実施者に知られているそのような様式、手段、技術および手順、または
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、知られている様式、手段、技術および手順から、化学、薬理学、生物学、生化学および
医学の技術分野の実施者によって容易に開発されるそのような様式、手段、技術および手
順が含まれるが、それらに限定されない。
【００５２】
　図面の図１～５に示す本発明の一部の実施形態をよりよく理解するために、最初に、図
１に示すレンチキュラ印刷基材の構造を参照する。
【００５３】
　図１Ａは、レンチキュラ印刷基材（１００）の断面概略図を示す。特に、レンチキュラ
印刷基材（１００）は２つの構成要素、平坦面（１１０）およびレンチキュラ面（１２０
）を有する。レンチキュラ印刷基材（１００）は一般的に透明であるので、レンチキュラ
印刷基材を通して画像を見ることができ、画像はレンチキュラレンズの方に向けて印刷さ
れることが注目される。したがって、印刷により平坦面（１１０）に堆積された画像、レ
ンチキュラ印刷基材（１００）のレンチキュラ面（１２０）に存在するレンチキュラレン
ズ（１３０）を通して見ることができる。図１Ｂは、平坦面が見えないレンチキュラ印刷
基材（１００）の略平面図を示す。代わりに、レンチキュラ印刷基材のレンチキュラ面に
存在するレンチキュラレンズ（１３０）の列を見ることができる。
【００５４】
　図２は標準レンチキュラ印刷工程（２００）の概略図を示す。印刷機（２４０）は、レ
ンチキュラウェブ媒体（２７１）を移動させ、案内し、かつ印刷するロール（２５０、２
６０）を収容する。送りレンチキュラウェブ媒体（２７１）はストック供給源（２８０）
から印刷機（２４０）内に入る。レンチキュラウェブ媒体（２７１）は下向きのレンチキ
ュラ面（２７２）を有し、平坦な印刷面（２７４）は上を向く。インプレッションロール
（２５０）およびアイドラロール（２６０）は、レンチキュラウェブ媒体（２７１）の平
坦な印刷面（２７４）への画像（図示せず）の印刷中に、レンチキュラウェブ媒体（２７
１）と相互作用する。
【００５５】
　ここで図３Ａを参照すると、レンチキュラ・ガイド・ロールの構成要素が示されている
。図３Ａの左側には、標準印刷ローラ（３６０）および供給されたままのレンチキュラ印
刷基材（３７０、上から見た状態）が示されている。レンチキュラ印刷基材（３７０）は
、レンチキュラ印刷基材（３７０）のレンチキュラレンズ（３３０）を外向きにして、標
準印刷ローラ（３６０）に付着される。結果的に得られる構造（図３Ａの右側）がレンチ
キュラ・ガイド・ロール（３９０）である。図３Ａの右側に示す通り、レンチキュラレン
ズ（３３０）はレンチキュラ・ガイド・ロール（３９０）の外周全体に延びる。レンチキ
ュラ印刷基材（３７０）は、レンチキュラ印刷基材（３７０）の縁が印刷ロール（３６０
）の縁と緊密な継ぎ目（３９５）を形成するように、標準印刷ローラ（３６０）に付着さ
れる。レンチキュラ印刷基材（３７０）に関連付けられるレンチキュラレンズ（３３０）
の配列は、印刷ロール（３６０）の中心軸に対して平行または垂直にすることができるこ
とが注目される。本発明の１つの利点は、印刷されるレンチキュラ印刷基材または他の適
切な供給源からのレンチキュラ印刷基材（３７０）を使用することによって、レンチキュ
ラ・ガイド・ロール（３９０）の溝のピッチが、印刷されるレンチキュラ印刷基材（図示
せず）と完全に一致することが確保されることである。加えて、特別な胴／ロールを製造
する必要が無い。任意のデジタル印刷機の元の胴を、適切かつ容易に変更することができ
る。例えば、すでに機械の一部である胴にレンチキュラ印刷基材（３７０）を装着するこ
とができる。緊密な継ぎ目（３９５）は、粘着材または他の適切な物質をレンチキュラ印
刷基材（３７０）および標準印刷ローラ（３６０）の縁間に塗布することによって形成さ
れる。代替的に、レンチキュラ印刷基材（３７０）と標準印刷ローラ（３６０）との間に
充分に粘着材を配置してもよい。
【００５６】
　次に図３Ｂをも参照すると、それは、本発明の一部の実施形態に係る、コンベアまたは
インプレッションローラ（ｉｍｐｒｅｓｓｉｏｎ　ｒｏｌｌｅｒ）（３６０）の周りに巻
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き付けられたレンチキュラ印刷基材の継ぎ合わされた縁の概略図である。図３Ａに示した
ように、レンチキュラ印刷基材（３７０）は標準印刷ローラ（３６０）の曲面を包囲する
。レンチキュラ印刷基材（３７０）のレンチキュラレンズ（３３０）の配列が、標準印刷
ローラ（３６０）の円筒軸（３７１）に対する垂線のような共通軸と平行に整列すること
を確実にするために、レンチキュラ印刷基材（３７０）の２つの対向縁が継ぎ合わされる
。任意選択的に、縁の一方は矩形パターン、例えば方形パターンのような波状パターン（
３７２）に整形され、他方はそれを反転したパターン（３７３）に整形される。そのよう
な実施形態では、縁の継ぎ合わせは、図３Ｂに示す通り、共通軸と平行なレンチキュラ印
刷基材（３７０）のレンチキュラレンズ（３３０）の配列と整列する。そのような波状パ
ターンを持つ縁の継ぎ合わせは、たとえレンチキュラ印刷基材（３７０）の波状セグメン
トが直線状のレンチキュラレンズ配列（３３０）を形成するように相互に絡み合わない場
合でも、レンチキュラ印刷基材（３７０）のレンチキュラレンズ配列（３３０）が、印刷
工程中に、円柱軸（３７１）に対する垂線に平行なレンチキュラ印刷基材（１００）の搬
送を支持するように配列されることを確実にする。任意選択的に、前述の波パターンは、
それぞれの波状パターンを有するブレードを持つ打抜き機を用いて形成される。
【００５７】
　図３Ａに概略的に示すレンチキュラ・ガイド・ロールの簡便な構造は、一般的に印刷に
使用されるレンチキュラ印刷基材の種類毎に独自に用意される溝付きの専用ローラに勝る
、主要な利点である。一般的に使用される実施形態では、標準ロールを専用溝付ロールに
交換しなければならないか、あるいは単に標準ロールに依存して印刷中のレンチキュラ印
刷基材の位置ずれを防止しなければならないかのいずれかである。どちらの選択肢も、前
者は専用ロールおよびそれらを取り付けるために必要な人的資源のため、後者は高いエラ
ー率ならびに印刷時間および資源の損失のため、高額の費用がかかる。本発明では、印刷
に使用されるレンチキュラ印刷基材の一部分または適切なピッチを持つ他の媒体が最初に
印刷ロールに、一般的にアイドラロールまたは圧胴に付着される。付着後に、レンチキュ
ラ・ガイド・ロール（３９０）を介する印刷可能なレンチキュラ印刷基材の送りこみは、
ガイドロールに関連付けられたレンチキュールと印刷媒体との間の相互作用のため、迅速
な整列を導く（図４Ｂおよび以下の説明を参照）。
【００５８】
　図４Ａは、印刷機（４４０）におけるレンチキュラ・ガイド・ロール（４９０）の適用
を示す。レンチキュラウェブ媒体（４７１）は、印刷ロール（４５０、４９０）の間を通
過するときに、レンチキュラ面（４７２）が下向きになる。レンチキュラ面（４７２）は
、レンチキュラ・ガイド・ロール（４９０）と直接相互作用する。レンチキュラロール（
４９０）は標準印刷ローラ（４６０）およびレンチキュラ印刷基材（４７０）から構成さ
れ、レンチキュールは印刷ロール（４６０）とは反対側を向く。この図で、トップロール
はインプレッションロール（４５０）であり、ボトムロールはアイドラロール（４６０）
上に構築されたレンチキュラ・ガイド・ロール（４９０）である。
【００５９】
　図４Ｂは、レンチキュラ要素すなわち印刷が実行されるレンチキュラウェブ媒体（４７
１）のレンチキュラ面（４７２）と、レンチキュラ・ガイド・ロール（４９０）に関連付
けられたレンチキュラ印刷基材（４７０）との間の相互作用の拡大細部を概略的に示す。
図示する通り、レンチキュラ印刷基材（４７０）の適切なピッチは一般的に、印刷される
レンチキュラウェブ媒体（４７１）の１片を採用することによって達成され、レンチキュ
ラウェブ媒体（４７０）およびレンチキュラ・ガイド・ロール（４９０）の両方に関連付
けられるレンチキュラレンズ（４３０）の完全なロック・イン・ステップを可能にする。
この配列の利点は、高品質ガイドロールを用意するための費用の著しい軽減を含むが、そ
れに限定されない。さらに、ガイドロールに関連付けられるレンチキュラレンズおよび印
刷媒体が相互に噛合するときに、高レベルの整列の成功が達成される。印刷はそれがイン
プレッションロール（４５０）の下を通過中に平坦な印刷面（４７４）に行なわれる。
【００６０】
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　図５は、単一の印刷機（５４０）に出現する複数のロール組立体（５２５）を示す。各
ロール組立体は２つのロールを有する。１つはインプレッションロール（５５０）であり
、２つ目はそれ自体アイドラロール（５６０）および１片のレンチキュラ材料（５７０）
から構成されたレンチキュラ・ガイド・ロール（５９０）である。各インプレッションロ
ール（５５０）は、混合画像の異なる成分または色を通過するレンチキュラウェブ媒体（
５７１）に送達する。印刷はレンチキュラウェブ媒体（５７１）の平坦な印刷面（５７４
）に行なわれる一方、整列は、印刷可能なレンチキュラウェブ媒体（５７１）とレンチキ
ュラ・ガイド・ロール（５９０）に関連付けられたレンチキュラ印刷基材（５７０）との
間の歯車型相互作用によってもたらされる。
【００６１】
　図６は、レンチキュラ・ガイド・ロール（６００）を作成するための方法のフローチャ
ートを示す。特に、インプレッションロールおよび／またはアイドラロールのような標準
印刷ローラ（６０１）、およびレンチキュラ・ロール・ガイドに通されるレンチキュラ印
刷基材とピッチが実質的に同一である１片のレンチキュラ媒体が用意される。標準印刷ロ
ーラに付着されるレンチキュラ印刷基材の第１片と印刷が実行されるレンチキュラ印刷基
材との間の類似性に利点が存在する。ピッチ、レンチキュラレンズの物理的配向、および
前記レンチキュラレンズの寸法のような実質的に同一の特徴は、レンチキュラ・ロール・
ガイドに沿って印刷可能なレンチキュラ印刷基材の簡便な整列を可能にするので、利点が
実現される。該方法の次のステップは、用意されたレンチキュラ印刷基材片を標準印刷ロ
ーラに物理的に関連付けることである（６０３）。関連付けは、粘着、クリップ留めによ
って、および／または用意されたレンチキュラ印刷基材片と標準印刷ローラとの任意選択
的に過渡的な関連付けを可能にする任意の操作によって、形成することができる。最後に
、追加的ステップ（６０５）で、印刷可能なレンチキュラ印刷基材は印刷機または他の機
械に送り込まれ、そこでレンチキュラ印刷基材片を取り付けられたレンチキュラ・ガイド
・ロールが、任意選択的に１つ以上の同様の特性を有するレンチキュラ印刷基材片を整列
させることができる。
【００６２】
　本発明の１つの例示的実施形態では、３Ｄレンチキュラアプリケーションを備えたＨＰ
　Ｉｎｄｉｇｏ印刷機ｗｓ４５００を調達した。参照により本明細書に組み込まれるｈｔ
ｔｐ：／／ｈ１００１０．ｗｗｗ１．ｈｐ．ｃｏｍ／ｗｗｐｃ／ｕｓ／ｅｎ／ｇａ／ＷＦ
０５ａ／１８９７２－１８９７２－２３６２５７－９０２７５－９０２７１－３２５２０
８３．ｈｔｍｌを参照されたい。印刷に使用されるレンチキュラウェブ媒体の１部分をス
トック・レンチキュラ・ウェブ媒体から切り取る。この部分の縁をｗｓ４５００のアイド
ラローラに粘着および／または確実に付着させる。ローラの縁に粘着および／または確実
に付着されたレンチキュラ印刷基材はローラの表面を完全にまたは部分的に被覆し、ロー
ラとは反対側を向いたレンチキュラレンズを有する。同様に、レンチキュラ印刷基材の実
質的に同一の片が、ｗｓ４５００に関連付けられる全てのアイドラローラに粘着および／
または確実に付着される。レンチキュラ印刷セッションを開始するために、３Ｄ、「フリ
ップ」、またはレンチキュラレンズを介して有利に見ることのできる任意の他の画像のよ
うな、適切な画像が印刷用に選択される。少なくとも１つのローラに粘着および／または
確実に付着されたのと実質的に同一のレンチキュラ媒体がｗｓ４５００プリンタに送られ
る。レンチキュラ・ガイド・ローラのレンチキュールは印刷可能なレンチキュラ印刷基材
のレンチキュールと相互作用して、レンチキュールの連動噛合を形成する。この連動噛合
は、単色または多色印刷が送りレンチキュラ媒体の印刷可能な平坦面に行なわれる間、印
刷機におけるレンチキュラ印刷基材の整列を可能にする。ガイドロールおよびレンチキュ
ラ印刷基材のレンチキュールが相互作用して画像の適切な整列を保証する間、印刷はレン
チキュラ印刷基材の印刷可能な平坦面で続行される。印刷実行が完了すると、レンチキュ
ラ印刷基材はアイドラローラから取り外しても取り外さなくてもよい。ｗｓ４５００はそ
のＨＰ提供状態で使用してもよく、あるいは上述の通り、別のレンチキュラ印刷実行用に
、異なるレンチキュラ印刷基材を、ＨＰから供給される１つ以上のローラに付着させても
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よい。レンチキュラ媒体に印刷するように、任意の枚葉印刷機および／または輪転印刷機
を同様に調整することができることに注目されたい。
【００６３】
　本発明についてある程度具体的に説明したが、以下の請求項の精神および範囲から逸脱
することなく、様々な変形および変更を実行することができることを、当業者は容易に理
解されるであろう。したがって、本明細書に記載した実施形態および実施例は、本発明に
関係する手法および関連装置の範囲および精神を制限することを意図するものでは決して
ない。標準印刷ローラに粘着および／または確実に付着されるガイド材料は、印刷の対象
であるレンチキュラウェブ材料または同様の媒体を整列させるように働くことができるも
のであれば、必ずしもレンチキュラである必要はない。本発明の利点は、レンチキュラ印
刷の非常に厳格な要件に対して標準印刷装置を使用できることを含む。本発明は費用と時
間の節約を導くだけでなく、広告、販売促進、または他の様々な用途に使用可能な高い割
合の仕上がりレンチキュラ画像を生み出すことができる。
【００６４】
　本開示を通して、本発明の様々な態様が範囲形式で提示され得る。範囲形式での記載は
単に便宜上および簡潔化のためであり、本発明の範囲に対する柔軟性のない限定として解
釈すべきでないことを理解しなければならない。
【００６５】
　明確にするため別個の実施形態の文脈で説明されている本発明の特定の特徴が、単一の
実施形態に組み合わせて提供されることもできることは分かるであろう。逆に、簡潔にす
るため単一の実施形態で説明されている本発明の各種の特徴は別個にまたは適切なサブコ
ンビネーションで、あるいは本発明の他の記載される実施形態において好適なように提供
することもできる。種々の実施形態の文脈において記載される特定の特徴は、その実施形
態がそれらの要素なしに動作不能である場合を除いては、それらの実施形態の不可欠な特
徴であると見なされるべきではない。
【００６６】
　本発明はその特定の実施態様によって説明してきたが、多くの別法、変更および変形が
あることは当業者には明らかであることは明白である。従って、本発明は、本願の請求項
の精神と広い範囲の中に入るこのような別法、変更および変形すべてを包含するものであ
る。
【００６７】
　本明細書で挙げた刊行物、特許および特許出願はすべて、個々の刊行物、特許および特
許出願が各々あたかも具体的にかつ個々に引用提示されているのと同程度に、全体を本明
細書に援用するものである。さらに、本願で引用または確認したことは本発明の先行技術
として利用できるという自白とみなすべきではない。節の見出しが使用されている程度ま
で、それらは必ずしも限定であると解釈されるべきではない。
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